
平成３０年度第４回川口市地域保健審議会会議録 
 
 
１ 開 催 日 時 平成３１年１月３０日（水）午後１時１５分～午後２時３０分 
 
２ 開 催 場 所 本庁舎５階大会議室 
 
３ 出 席 者 委員１５名 

鹿嶋広久、渡辺幸男、梅澤英臣、𠮷田好子、大久保光人、 

相川章子、関美雪、茂野明也、渡邉謙、櫻井道子、中尾堯、 

布施富美子、茂庭衞、岡田貢司郎、小田正美 

 
事務局 
鈴木保健部長、岡本保健部理事兼保健所長、小澤保健総務課長、 
竹内管理課長兼保健所副所長、後藤疾病対策課長、 
林地域保健センター長、片山生活衛生課長、青木衛生検査課長、 
加来保健総務課庶務係長、中森保健総務課企画係長、 
横田保健総務課主任 

 
４ 議 題  （１）川口市自殺対策推進計画（案）について 

（２）平成３１年度保健所運営計画（案）について 
 
５ 会議の概要  （１）開会 
         （２）議題 
         （３）その他 
         （４）閉会 
  



 
議 事 

事務局 
 
事務局 
 
 
議長 
 
 
議長 

 本日の審議会の開催にあたり、傍聴希望者はいない。 

 

これより議事に入るが、会議の議長は審議会条例第７条第１項の規定

に基づき、会長が務めることとなっているので鹿嶋会長にお願いする。 

 

本日、委員定数１７名のところ１５名が出席しており、審議会条例第７

条第２項に基づき、この会議は成立する。 

 

議事録作成にあたり、議事録署名人として渡邉委員と岡田委員を指名

する。 
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 議題（１）「川口市自殺対策推進計画（案）について」の説明を求める。

 
 「川口市自殺対策推進計画（案）について」、資料１に基づき説明する。

 
 自殺対策は非常に難しいが、とても重要な課題である。予防という点に

おいては、個々の対応だけでなく、相談しやすい・ＳＯＳの声をあげやす

い環境、互いに支え合う街を作っていくというまちづくりが大切だと考

えている。 
 
 地域での見守りが大切であり、いかに地域社会に溶け込んでいけるか、

相談事を持ってきていただけるかが重要となるのではないか。 
 
自殺に関して相談できる場所はあるのか。 

 
 自殺に関する相談に特化したものではないが、その前段階の悩みや相

談等を含め、地域保健センターや疾病対策課で受けている。また、必要に

応じて関係機関と連携を図っている。 
 
 自殺対策の関連相談窓口一覧のパンフレットを作成している。こちら

は関連部署の窓口に設置できるよう準備している。 
 
 児童虐待防止と重なる部分もあるが、自殺リスクを抱えた人の情報を

どうやって得るか、その情報をどうやってネットワークに乗せて共有で

きるかが重要であると考える。 
 
 アンケート調査の項目で、計画に載っていないものがあるが。 
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 アンケート結果については全て集計をしているが、ページ数やバラン

ス等を考慮したうえで、特に必要な項目を精査して掲載している。 
 
 アンケートでは近所とのつきあいが希薄になっている結果も出ている

ことから、地域の見守りという点で、より一層力を入れていくべきと考え

る。 
 
 いまのご意見については、各部署の事業取組の中に反映させていくよ

う、庁内連絡会議において周知をしていきたい。 
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議題（２）「平成３１年度保健所運営計画（案）について」の説明を求

める。 
 
 「平成３１年度保健所運営計画（案）について」、資料２に基づき説明

する。 
 
食品衛生監視指導計画（案）９ページの「監視指導の目標」で、業種別

施設数が総施設数を上回っているがどういったことか。 
 
 業種は１施設で複数種類の届出を出している場合もあるため、このよ

うになっている。 
 
 営業許可証を掲示していない、場合によっては無許可営業の可能性の

ある施設が見受けられる。許可の確認や食品衛生の指導等は、やはり保健

所ではないと難しいので、しっかりと行っていただきたい。 
 
 計画的に監視・指導を行っていく。 
 
 新薬に耐性のあるインフルエンザウイルスが検出されたという報道が

あったが、市内で事案が発生した場合に保健所と医師会等との連携体制

はどのようなものか。 
 
 感染症の発生等については、日常的に情報交換や必要に応じた連携を

図っている。今回の件についても、何らかの新しい動きがあれば情報共有

したうえで対策を検討していく。 
 
 町会等のイベントで食品を提供する際、検便の提出について以前は任
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意と聞いたがどうなのか。また、講習はイベント実施の届出をした際に受

講するものなのか。それとも各地区で実施されるものに参加するのか。 
 
 検便については、臨時出店においては任意となっている。 
 講習については、町会等でリーフレットを配布するとともに、要望があ

れば出前講座等を行っていく。 
 
 各公民館で行われている献血会は献血推進連絡協議会に含まれている

のか。また、補助金は交付されているのか。 
 
 連絡協議会の中に地区献血会と事業所等献血会があり、地区献血会に

含まれている。補助金については、一律の額と実績に応じたものを交付し

ている。 
 

議長 
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 その他、事務局から何かあるか。 
 
 前回の審議会において作成中と説明していた動物に関するリーフレッ

ト９種類が完成したので報告する。 
 

議長  これにて、滞りなく議事が終了した。 
 
以上をもって平成３０年度第４回川口市地域保健審議会を閉会する。 

 


